
（1）　2015 年（平成27年）7月12日（日） VOL.24三斎流九曜会だより

発　　行

三斎流九曜会
会長　小林祥泰

事務局　出雲市今市町53

法
要
法
要
・
献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

法
要
・
献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

法
要
・
献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

流
祖
三
斎
公
三
百
七
十
年
遠
忌

流
祖
三
斎
公
三
百
七
十
年
遠
忌

― 

出
雲
市
に
て
開
催 

―



（2）三斎流九曜会だより

流
祖
三
斎
公
の
遠
忌
を

　
　
　
　

初
め
て
出
雲
の
地
で
執
り
行
う

　

平
成
二
十
六
年
は
、流
祖
三
斎
公
の

没
後
三
百
七
十
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
当
代
細
川
護
熙
様
の
御
尊
慮
を
得
て

出
雲
の
地
に
於
い
て
、三
斎
公
の
御
慈

徳
を
偲
ん
で
三
百
七
十
年
遠
忌
の
法
要

が
厳
粛
か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

遠
忌
は
、今
迄
十

年
ご
と
に
東
京
、京

都
、熊
本
な
ど
細
川

家
ゆ
か
り
の
地
で
行

わ
れ
て
き
た
が
、三

斎
流
家
元
の
止
住
の

地
、出
雲
市
で
開
催

さ
れ
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
六
年
十

一
月
十
五
日
、ニ
ュ

ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
出

雲
を
会
場
と
し
て
、

細
川
護
熙
様
・
護
光

様
を
始
め
河
野
太
通

老
大
師
を
御
導
師
に

迎
え
、外
来
の
特
別

来
賓
と
溝
口
島
根
県

知
事
等
の
地
元
来
賓

の
御
臨
席
を
得
て
、

ま
た
多
く
の
九
曜
会

員
の
出
席
に
よ
っ
て

厳
粛
か
つ
盛
大
に
遠

忌
法
要
は
営
ま
れ
た
。

○
開
式
の
こ
と
ば

○
御
入
場　

御
当
主　

細
川
護
熙
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
川
護
光
様

○
御
入
場　

御
導
師
様
方
並
び
に

　
　
　
　
　

御
家
元
様

○
献
茶

　

細
川
家
御
当
主　

細
川
護
熙
様

○
来
賓
紹
介

出
雲
国
造　
　
　

北
島
建
孝
様

出
雲
大
社
宮
司
千
家
尊
祐
様
代
理

　
　
　

権
禰
宜　

川
谷
誠
一
様

一
畑
寺
管
長　
　

飯
塚
大
幸
様

観
音
寺
住
職　
　

朝
山
一
玄
様

参
議
院
議
員　

青
木
一
彦
様

島
根
県
知
事　

溝
口
善
兵
衛
様

出
雲
市
長　
　

長
岡
秀
人
様

島
根
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
三
様

Ｊ
Ａ
島
根
中
央
会
会
長

　
　
　
　
　
　

萬
代
宣
雄
様

○
読
経

○
焼
香　

御
当
主　

細
川
護
熙
様

　
　

中
宮
寺
御
門
跡
日
野
西
光
尊
様

○
閉
式
の
こ
と
ば

○
挨
拶　

三
斎
流
家
元　

森
山
宗
浦

○
特
別
来
賓
紹
介

細
川
家
御
当
主　

細
川
護
熙
様

　
　
　
　
　
　
　

細
川
護
光
様

　

中
宮
寺
御
門
跡　

日
野
西
光
尊
様

　

全
国
仏
教
会
会
長　

元
妙
心
寺

　
　
　

管
長　

河
野
太
通
老
大
師
様

　

姫
路
長
晶
寺
御
住
職

　

多
津
大
無
和
尚
様　

○
御
挨
拶　

御
導
師　

河
野
太
通
様

○
御
退
場　

御
導
師
様
方
並
び
に

　
　
　
　
　

御
家
元
様

○
御
退
場　

細
川
護
熙
様

　
　
　
　
　

細
川
護
光
様

　

以
上
の
様
に
、遠
忌
法
要
は
粛
々
と

執
り
行
わ
れ
、参
会
者
一
同
改
め
て
、流

祖
三
斎
公
の
御
遺
徳
を
偲
び
、流
派
の

更
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
合
掌
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　

法
要
後
は
、直
ち
に
会
場
を
移
動
し

て
、和
や
か
な
夕
食
会
と
な
っ
た
。

○
開
会
の
こ
と
ば

○
御
入
場　

細
川
護
熙
様

　
　
　
　
　

細
川
護
光
様

○
来
賓
御
挨
拶

　

島
根
県
知
事　

溝
口
善
兵
衛
様

○
乾
杯

◇
法
要
・
献
茶
式

◇
夕
食
会

遠忌法要の会場

細川護熙様　乾杯のご発声
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㈱
田
部
代
表
社
長　

田
部
真
孝
様

島
根
県
茶
道
連
盟
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
常
正
様

出
雲
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　

三
吉
庸
善
様

出
雲
商
工
会
議
所
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　

江
田
小
鷹
様

出
雲
文
化
伝
承
館
名
誉
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間　

亨
様

出
雲
文
化
伝
承
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

博
様

出
雲
民
芸
館
館
長　

山
本
茂
生
様

今
岡
美
術
館
館
長　

今
岡
余
一
郎
様

表
千
家
流
島
根
県
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
靖
雄
様

不
昧
流
代
表　
　
　

梶
谷
文
子
様

遠
藤
家
代
表　
　
　

遠
藤
充
子
様

家
元
御
両
親　

村
瀬
宗
又
ご
夫
妻
様

○
特
別
参
加（
茶
席
担
当
）紹
介

京
都　

翠
尚
会
御
一
同
様

東
京　

翠
尚
会
御
一
同
様

岐
阜　

聴
雨
会
御
一
同
様

○
音
楽
演
奏　

出
雲
楽
友
協
会
有
志

○
夕
食
会

○
祝
品
贈
呈

　

今
年
、喜
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
細
川
護
熙
様
へ
、九
曜
会
か
ら
祝

詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

○
謝
辞　

九
曜
会
会
長　

小
林
祥
泰

○
御
退
場　

細
川
護
熙
様

　
　
　
　
　

細
川
護
光
様

　

中
宮
寺
御
門
跡　

日
野
西
光
尊
様

○
閉
会
の
こ
と
ば

　

厳
そ
か
で
静
か
な
法
要
と
和
や
か
で

賑
や
か
な
夕
食
会
の
雰
囲
気
が
異
な
る

二
つ
の
会
場
が
、別
々
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、参
会
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
感
動
し
、改
め
て
流

派
の
隆
盛
発
展
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
、特
に
細
川
護
熙
様
の
喜
寿

の
お
祝
い
と
重
な
っ
て
夕
食
会
で
は
、

賑
や
か
さ
が
増
し
、ま
た
東
京
・
岐
阜
・

京
都
の
会
友
が
応
援
に
来
雲
し
て
交
流

の
輪
が
広
が
り
、各
卓
で
は
一
段
と
歓

談
が
弾
ん
だ
。

　

参
会
者
が
多
数
の
た
め
、会
場
を

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
出
雲
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、雰
囲
気
の
異
な

る
会
場
の
設
営
と
会
場
移
動
が
敏
速
か

つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
好
評
で

あ
っ
た
。し
か
し
、会
場
の
都
合
上
参
会

者
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
っ
た
。

　

流
祖
の
遠
忌
開
催
は
、出
雲
の
地
で

は
初
め
て
で
あ
り
、三
斎
流
へ
の
理
解

と
期
待
が
県
民
の
皆
様
に
一
段
と
深

ま
っ
た
こ
と
か
と
、関
係
者
一
同
は
喜

ん
だ
次
第
で
あ
る
。

　

法
要
の
翌
日
、十
一
月
十
六
日
、菊
花

薫
る
秋
晴
れ
の
も
と
、記
念
茶
会
が
五

会
場
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
、多
く
の

招
待
者
・
会
員
及
び
市
民
の
参
加
を
得

て
、各
席
と
も
に
賑
っ
た
。

○
茶
席
会
場

◇
遠
忌
記
念
茶
会

・
総
受
付　

ホ
テ
ル
武
志
山
荘
一
階

　

案
内
・
会
記
、記
念
品
配
付

・
濃
茶
席　

観
翠
庵
道
場

　

担　

当　

観
翠
庵

・
薄
茶
席　

観
音
寺
書
院

　

担　

当　

京
都
・
東
京 

翠
尚
会

・
薄
茶
席　

ホ
テ
ル
武
志
山
荘
二
階

　

担　

当　

岐
阜 

聴
雨
会

・
立
礼
席　

ホ
テ
ル
武
志
山
荘
三
階

　

担　

当　

さ
く
ら
会

・
点
心
席　

ホ
テ
ル
武
志
山
荘
三
階

　

担　

当　

九
曜
会

　

今
回
は
、特
に
薄
茶
席
の
二
会
場
は

東
京
と
京
都
の
翠
尚
会
と
岐
阜
の
聴
雨

会
の
皆
様
の
御
好
意
に
よ
る
応
援
の
添

釜
で
、元
気
に
満
ち
誠
意
あ
ふ
れ
る
御

奉
仕
の
姿
に
関
係
者
一
同
感
激
し
、心

か
ら
感
謝
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

観
翠
庵
道
場
と
観
音
寺
、ホ
テ
ル
武

志
山
荘
の
各
会
場
へ
の
移
動
に
、か
な

り
気
を
つ
か
っ
た
が
、移
動
バ
ス
の
時

刻
表
や
誘
導
係
等
の
効
率
的
な
運
用
に

よ
っ
て
無
事
に
移
動
が
で
き
安
堵
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

流
祖
三
斎
公
三
百
七
十
年
遠
忌
の
法

要
並
び
に
記
念
茶
会
が
家
元
止
住
の
地

で
あ
る
出
雲
に
於
い
て
、初
め
て
開
催

さ
れ
た
こ
と
は
、日
頃
三
斎
流
茶
道
の

修
業
に
励
む
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な

喜
び
と
な
り
、流
派
の
振
興
発
展
へ
の

力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
か
と

思
っ
て
い
る
。
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◆
茶
禅
一
味
の
成
立

　

茶
禅
一
味
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が

茶
道
と
禅
道
は
、
そ
の
本
体
は
同
じ
で

あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

　

喫
茶
の
習
慣
は
、
平
安
時
代
の
中
頃

か
ら
流
行
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
栄
西

が
再
輸
入
し
て
定
着
し
、
い
ろ
い
ろ
な

喫
茶
の
方
式
が
定
着
し
た
。
こ
れ
ら
の

諸
方
式
を
統
合
し
、
わ
び
を
理
念
と
す

る
茶
の
湯
を
大
成
し
た
の
が
室
町
時
代

中
期
の
村
田
珠
光
で
あ
る
。

　

珠
光
は
一
休
宗
純
の
も
と
に
参
禅

し
、
そ
こ
で
体
得
し
た
禅
の
精
神
を
茶

の
湯
の
方
式
の
統
合
の
基
本
理
念
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
茶
の
湯
が
大
徳
寺
の
禅
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
興
隆
し
、
茶
禅
一

味
の
思
想
は
、
次
第
に
発
展
し
て
い
っ

た
。
山
上
宗
二
記
に
お
い
て
は
、
「
茶

湯
ハ
禅
宗
ヨ
リ
出
タ
ル
ニ
依
テ
、
僧
ノ

行
ヲ
専
ニ
ス
ル
也
、
珠
光
・
紹
鷗
皆
禅

宗
也
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
「
茶
湯
ハ

禅
宗
也
」
と
の
表
現
さ
え
あ
る
。

　

ま
た
、
南
方
録
で
も
「
宗
易
は
、
禅

法
を
眼
と
す
。
」
利
休
の
教
え
と
し
て

「
茶
の
湯
は
第
一
、
仏
法
を
以
て
修
行

得
道
す
る
事
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

利
休
の
孫
の
千
宗
旦
は
、
茶
の
道
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
「
茶
の
道
は
、

本
来
禅
に
よ
る
が
故
に
禅
と
同
じ
く
、

さ
ら
に
示
す
べ
き
道
な
し
」
と
答
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
茶
禅
一
味
の
思
想

は
珠
光―

紹
鷗―

利
休―

宗
旦
と
経
過

す
る
に
し
た
が
っ
て
次
第
に
明
確
な
も

の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

つ
い
に
一
八
二
八
年
刊
行
の
禅
茶
録

に
い
た
っ
て
「
茶
意
は
即
ち
禅
意
也
、

故
に
禅
意
を
お
き
て
外
に
茶
意
な
く
、

禅
意
を
知
ら
ざ
れ
ば
茶
意
も
知
ら
れ

ず
」
と
は
っ
き
り
と
説
か
れ
、
茶
禅
一

味
の
説
は
江
戸
時
代
中
期
に
至
っ
て
茶

の
湯
は
単
な
る
趣
味
や
遊
び
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
厳
し
い
修
行
の
道
の
茶
道

で
な
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
自
覚
が
茶

人
達
の
間
に
深
ま
り
明
確
に
成
立
し
た

の
で
あ
る
。

◆
観
翠
庵
と
禅

　

茶
道
三
斎
流
家
元
の
歴
代
宗
匠
も
、

茶
の
湯
の
修
行
に
研
鑽
を
深
め
な
が
ら

仏
法
の
道
、
禅
の
修
行
に
取
り
組
み
、

茶
禅
一
味
の
探
求
に
励
み
精
進
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

三
斎
流
十
八
代
（
観
翠
庵
一
世
）
祥

山
宗
匠
は
、
細
川
三
斎
公
の
墓
所
で
あ

る
京
都
大
徳
寺
高
桐
院
に
数
年
間
止
宿

し
て
都
の
茶
湯
の
研
究
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
禅
の
修
行
に
も
研
鑽
を
深
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

十
九
代
（
観
翠
庵
二
世
）
祥
峰
宗
瑞

宗
匠
は
、
道
統
継
承
の
責
任
を
深
く
感

じ
取
り
、
神
戸
祥
福
寺
僧
堂
へ
掛
塔
す

る
こ
と
を
決
心
し
、
元
妙
心
寺
管
長
の

山
田
無
文
老
大
師
か
ら
得
度
を
受
け
、

雲
水
と
な
っ
て
修
行
を
積
み
重
ね
、
無

垢
の
法
衣
と
安
名
（
号
）
を
授
か
ら
れ

た
。
師
の
宗
瑞
宗
匠
か
ら
厳
し
い
難
行

の
様
子
を
聞
い
て
弟
子
の
筆
者
達
は
、

師
の
修
行
の
道
を
体
得
す
べ
く
神
戸
祥

福
寺
僧
堂
を
訪
ね
、
東
司
〈
と
う
す
〉

（
便
所
）
の
水
で
渇
き
を
し
の
ぎ
な
が

ら
面
壁
座
禅
を
行
な
っ
た
難
行
の
跡
な

ど
を
拝
見
し
て
痛
く
感
動
し
た
こ
と
が

あ
る
。

　

二
十
代
（
観
翠
庵
三
世
）
観
庵
宗
育

宗
匠
は
、
元
花
園
大
学
学
長
で
神
戸
祥

福
寺
管
長
の
河
野
太
通
老
大
師
よ
り
安

名
（
号
）
を
拝
受
、
危
逝
し
た
先
代
宗

匠
の
後
を
継
承
し
流
派
の
発
展
に
努
め

ら
れ
た
。

　

ま
た
二
十
一
代
（
観
翠
庵
四
世
）
斗

南
宗
浦
宗
匠
は
、
京
都
建
仁
寺
管
長
の

小
堀
泰
厳
老
大
師
か
ら
得
度
、
建
仁
寺

に
参
禅
、
厳
し
い
雲
水
の
修
行
を
積
ま

れ
、
京
都
に
お
い
て
茶
道
・
禅
道
と
も

に
研
鑽
を
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

観
翠
庵
家
元
の
歴
代
宗
匠
は
、
い
ず

れ
も
京
都
の
茶
風
と
禅
道
の
研
鑽
に
励

ま
れ
、
茶
禅
一
味
の
道
を
歩
み
、
流
派

の
興
隆
に
精
進
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

◆
荒
井
一
掌
と
禅

　

出
雲
へ
茶
道
三
斎
流
を
伝
え
た
の
は

本
名
を
三
郎
兵
衛
、
号
を
古
帆
・
宗

音
・
三
陀
と
す
る
学
徳
と
も
に
備
わ
っ

た
江
戸
を
代
表
す
る
茶
匠
の
荒
井
一
掌

で
あ
る
。
一
掌
は
、
江
戸
青
山
で
商
家

を
営
む
人
で
あ
っ
た
が
、
武
家
の
血
を

受
け
て
お
り
、
若
い
時
に
は
柔
術
や
弓

道
に
励
み
、
三
斎
流
を
幕
府
茶
道
で

あ
っ
た
志
村
三
栄
に
学
び
真
台
子
を

授
け
ら
れ
て
い
る
。
三
栄
は
、
旗
本

出
身
で
白
隠
禅
師
に
つ
い
て
参
学
、

「
茶
道
伝
心
録
」
を
著
し
て
い
る
。

一
掌
は
、
師
と
同
様
に
禅
学
修
業
の

必
要
を
感
じ
、
駿
河
国
の
松
陰
寺
の

白
隠
禅
師
の
も
と
に
参
学
す
る
。

　

白
隠
は
、
「
駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も

の
が
二
つ
あ
り
、
富
士
の
お
山
に
白
隠

禅
師
」
と
言
わ
れ
た
臨
済
宗
中
興
の
祖

で
、
京
都
で
活
躍
し
た
あ
と
故
郷
へ
帰

り
、
育
っ
た
沼
津
の
寺
の
住
職
と
な
っ

た
禅
僧
で
あ
る
。

　

一
掌
は
、
江
戸
を
離
れ
る
に
あ
た
っ

て
所
有
す
る
金
子
を
三
分
し
、
一
を
弟

へ
、
一
を
手
切
金
と
し
て
妻
へ
与
え
、

残
り
の
一
を
持
っ
て
松
陰
寺
へ
行
き
入

門
、
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
禅
の

修
行
に
励
ん
だ
。

　

や
が
て
修
行
を
終
え
、
松
陰
寺
を
去

る
に
当
た
っ
て
白
隠
か
ら
手
の
ひ
ら
に

一
の
字
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
一
掌

と
名
の
っ
た
と
い
う
。
入
門
の
時
に
所

持
金
を
寺
へ
寄
付
し
よ
う
と
し
て
師
に

一
喝
さ
れ
、
去
る
時
も
同
様
で
仕
方
な

く
村
へ
寄
付
し
無
一
文
と
な
っ
て
江
戸

へ
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
で
は
、
別
れ
た
は
ず
の
妻
が
再

婚
せ
ず
に
与
え
た
金
も
そ
の
ま
ま
に
、

一
掌
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
一
掌
は

和
田 

貞
夫

茶
の
湯
と
禅

　
 　
―
 

茶
禅
一
味 ―
茶
の
湯
と
禅

　
 　
―
 

茶
禅
一
味 ―
茶
の
湯
と
禅

　
 　
―
 

茶
禅
一
味 ―

山田無文老大師と宗瑞宗匠
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妻
に
感
謝
し
、
そ
の
金
で
庵
を
建
て
閑

市
庵
と
名
付
け
て
三
斎
流
の
指
導
普
及

に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

松
平
不
昧
公
は
、
「
一
掌
は
事
の
外

大
先
生
の
様
に
被
存
候
」
と
有
澤
能
登

へ
一
掌
は
茶
道
の
大
先
生
で
あ
る
と
伝

え
て
い
る
が
、
家
臣
の
林
久
嘉
、
鳥
井

又
右
衛
門
、
矢
島
半
兵
衛
等
に
一
掌
に

つ
い
て
学
ぶ
よ
う
に
奨
励
し
て
い
る
。

　

矢
島
半
兵
衛
は
、
松
江
藩
の
馬
術
師

範
で
あ
っ
た
が
壮
年
を
過
ぎ
る
と
師
範

を
辞
し
、
一
掌
に
茶
の
湯
を
学
ん
だ
。

彼
は
、
次
の
よ
う
な
師
の
想
い
出
話
を

よ
く
聞
か
せ
た
と
い
う
。

　

「
師
に
入
門
し
て
一
年
ほ
ど
経
っ
た

頃
、
閑
市
庵
近
く
で
火
事
が
あ
り
私
は

師
の
安
否
を
案
じ
て
一
目
散
に
駆
け
つ

け
た
が
、
草
庵
に
は
す
で
に
火
の
粉
が

振
り
か
か
り
今
に
も
炎
が
燃
え
移
ら
ん

と
し
て
い
た
。
庵
へ
飛
び
込
ん
で
み
る

と
師
は
泰
然
と
し
て
名
残
り
の
一
服
を

喫
せ
ん
と
茶
室
を
清
め
諸
道
具
を
飾

り
、
私
を
見
て
に
っ
こ
り
と
し
点
茶
を

す
す
め
自
ら
も
一
服
さ
れ
た
。
す
で
に

天
井
に
火
が
移
っ
て
い
た
が
、
せ
き
た

て
る
私
を
制
し
て
師
か
ら
譲
ら
れ
た
百

如
釜
只
一
つ
だ
け
を
持
っ
て
、
い
ざ
参

ろ
う
か
と
外
へ
出
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
師
の
胆
力
、
非
常
の
際
に
発
揮

さ
れ
る
強
い
修
業
心
に
驚
嘆
し
、
馬
術

の
極
意
を
茶
の
道
に
見
た
思
い
で
あ
っ

た
。
」

　

一
掌
は
、
出
雲
の
地
に
来
遊
し
て
茶

の
湯
を
教
え
、
三
斎
流
を
伝
え
た
の
で

あ
る
。
「
茶
是
一
味
禅
」
の
墨
書
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
落
款
に
「
於
雲
陽
一

掌
書
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
出
雲
来
遊
の

動
か
ぬ
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。

◆
細
川
家
と
禅

　

歴
代
細
川
家
と
禅
と
の
関
わ
り
を
証

す
る
記
録
は
、
残
念
な
が
ら
筆
者
の
も

と
に
は
あ
ま
り
な
い
。
出
雲
文
化
伝
承

館
で
永
青
文
庫
の
館
蔵
品
等
の
展
示
し

た
も
の
の
中
か
ら
若
干
紹
介
し
て
み
た

い
。

○
沢
庵
宗
彭
（
た
く
あ
ん
そ
う
ほ
う
）

　

沢
庵
は
、
但
馬
出
石
の
出
身
で
京
都

大
徳
寺
三
玄
院
の
春
屋
宗
園
の
も
と
に

参
禅
、
大
徳
寺
一
五
三
世
に
な
っ
た
禅

僧
で
あ
る
。

　

紫
衣
事
件
で
出
羽
国
に
配
流
さ
れ
る

が
、
の
ち
に
ゆ
る
さ
れ
て
江
戸
へ
、
将

軍
家
光
の
帰
衣
が
厚
く
品
川
の
東
海
寺

の
開
山
と
な
っ
た
。

　

沢
庵
は
、
細
川
幽
斎
公
に
和
歌
を
学

ぶ
が
、
忠
興
・
忠
利
・
光
尚
の
三
代
の

細
川
公
は
沢
庵
に
禅
の
道
を
学
ん
だ
と

い
う
。
沢
庵
は
、
和
漢
の
教
養
に
優
れ

能
筆
家
で
多
く
の
墨
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
茶
湯
に
お
い
て
も
造
詣
が
深
く
、

「
茶
禅
同
一
味
」
の
著
述
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
出
雲
文
化
伝
承
館
で
沢
庵
の

法
語
の
墨
書
を
展
示
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
実
に
力
強
い
筆
跡
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
世
間
で
は
沢
庵
漬
の
名
で
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

○
青
厳
宗
渭
（
せ
い
が
ん
そ
う
い
）

　

宗
渭
は
、
細
川
幽
斎
公
の
弟
で
あ
る

玉
甫
和
尚
に
つ
い
て
得
度
、
京
都
高
桐

院
三
世
と
な
り
、
の
ち
に
京
都
大
徳
寺

一
七
〇
世
と
な
っ
た
禅
僧
で
あ
る
。

　

細
川
家
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
細
川

三
斎
公
は
宗
渭
の
も
と
に
参
禅
し
て
い

る
。
ま
た
、
将
軍
家
光
か
ら
請
わ
れ
て

沢
庵
の
没
後
、
東
海
寺
住
職
と
な
っ
て

い
る
。
出
雲
文
化
伝
承
館
で
展
示
し
た

彼
の
墨
書
は
、
勢
い
の
あ
る
潤
筆
そ
の

も
の
で
、
そ
の
禅
風
が
よ
く
う
か
が
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。

○
白
隠
と
仙
厓

　

細
川
護
熙
公
は
、
高
校
と
大
学
時
代

を
祖
父
の
護
立
公
と
永
青
文
庫
に
な
っ

て
い
る
東
京
目
白
台
の
別
邸
で
同
居
し

て
い
て
、
よ
く
護
立
公
の
ご
相
伴
に
あ

づ
か
り
ま
し
た
と
祖
父
の
思
い
出
話
を

語
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

細
川
護
立
公
は
、
若
い
時
に
白
隠
の

「
夜
船
閑
話
」
を
読
ん
で
感
激
し
、
自

ら
美
濃
や
静
岡
周
辺
へ
出
か
け
て
白
隠

の
墨
跡
を
十
年
間
で
千
点
程
、
蒐
集
さ

れ
た
と
い
う
。
白
隠
と
併
行
し
て
仙

厓
・
一
休
と
い
う
禅
僧
の
作
品
も
集
め

た
が
、
特
に
白
隠
と
仙
厓
が
大
好
き

で
、
い
つ
も
書
斎
の
壁
に
架
け
て
毎
日

の
よ
う
に
架
け
替
え
て
楽
し
ん
で
い

た
。
ま
た
、
実
際
に
座
禅
を
組
ん
で
お

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
逸
話
も
語
ら
れ
て
い

る
。
あ
る
学
者
が
、
護
立
公
と
新
橋
の

若
い
芸
者
が
一
緒
に
歩
い
て
い
る
の
を

見
て
、
あ
ま
り
仲
が
良
さ
そ
う
だ
っ
た

の
で
、
冷
や
か
し
の
手
紙
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
返
信
が
あ
り
只
一
行
、
「
銀
椀

裏
に
雪
を
盛
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

意
味
が
分
か
ら
な
い
学
者
は
、
大
徳
寺

の
長
老
に
聞
く
と
、
「
銀
と
雪
は
同
一

に
見
え
る
が
本
質
は
違
う
。
二
人
の
仲

は
同
一
に
見
え
る
が
別
物
で
あ
る
と
い

う
意
味
だ
。
」
と
長
老
は
答
え
た
。
禅

問
答
の
よ
う
な
話
で
護
立
公
の
粋
な
見

識
に
学
者
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
、
実

に
風
流
な
殿
様
だ
な
あ
と
感
動
し
、
す

ぐ
謝
り
の
手
紙
を
送
っ
た
と
い
う
。

◆
人
間
修
業
の
茶

　

あ
く
ま
で
も
茶
の
湯
は
茶
湯
で
あ
り

禅
の
道
は
禅
で
本
来
は
別
の
も
の
で
あ

る
が
、
両
者
を
結
び
付
け
る
共
通
の
も

の
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
茶
禅
一
味
と

い
え
る
。
単
な
る
趣
味
や
遊
び
、
手
先

の
点
前
だ
け
の
茶
の
湯
で
あ
れ
ば
、
禅

と
一
味
の
茶
と
は
い
え
な
い
。

　

茶
道
の
美
の
基
本
理
念
で
あ
る
わ
び

が
、
禅
芸
術
の
理
念
で
あ
る
幽
玄
・
静

寂
等
の
美
と
統
合
さ
れ
た
も
の
で
な
け

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

茶
の
湯
の
求
め
る
も
の
が
、
禅
道
の

厳
し
い
修
業
の
目
指
す
も
の
と
等
し
く

同
じ
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
、
茶
の
湯
の

道
は
禅
の
道
に
通
じ
、
禅
と
一
味
不
二

と
な
り
、
真
の
茶
道
と
な
り
う
る
の
で

あ
る
。

　

人
間
修
業
の
道
と
い
う
根
本
の
精
神

か
ら
見
れ
ば
、
茶
の
湯
と
禅
は
「
不
二

一
如
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
茶
を
私

達
は
学
び
た
い
も
の
で
あ
る
。

茶
の
湯
と
禅

　

 　

―
 

茶
禅
一
味 ―荒

井
一
掌
書
「
茶
是
一
味
禅
」

白
隠
書
「
蓮
池
観
音
像
」
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平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
㈰

ホ
テ
ル
武
志
山
荘

担
当　

役
員
、事
業
部
、直
門（
薄
茶
席
）

　

平
成
二
十
六
年
度
総
会
が
会
員
一
〇

二
人
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。

　

会
長
様
、
宗
浦
家
元
様
の
ご
挨
拶
に

続
い
て
二
十
五
年
度
の
事
業
及
び
決
算

報
告
、
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
書
の
審
議
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

薄
茶
席
を
直
門
が
担
当
し
た
。
午
後

は
田
部
美
術
館
館
長
の
田
部
真
孝
氏
に

よ
る
「
田
部
家
の
起
源
」
と
「
茶
の
湯

と
の
関
係
」
の
演
題
で
九
代
田
部
長
右

衛
門
氏
（
真
孝
氏
の
祖
父
）
の
偉
大
さ

と
、
島
根
の
山
林
王
と
し
て
の
所
以
な

ど
改
め
て
田
部
家
の
歴
史
の
重
み
を
知

る
興
味
深
い
ご
講
演
に
、
し
ば
し
拍
手

が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
㈰

 

献
茶
式 　

午
前
十
時
よ
り 

於
・
本
殿

【
濃
茶
席
】

北
島
國
造
館　

奥
書
院

担
当　

杉
山
社
中
、
佐
藤
社
中

来
客
者
数　

一
四
二
名

　

天
気
も
良
く
蝉
の
声
を
聴
き
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
然
の
中
で
席
を
担

当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

濃
茶
は
練
る
こ
と
を
練
習
し
て
き
た

の
で
来
客
の
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
菓
子
が
と
て
も
好
評
で
し
た
。

【
薄
茶
席
】

亀
山
会
館

担
当　

山
崎
社
中

来
客
者
数　

一
九
一
名

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
第
二
十
八
回
亀
山

茶
会
の
薄
茶
席
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
前
日
は
結
婚
式
が
あ
り
夕

方
六
時
半
か
ら
の
準
備
で
少
し
焦
り
ま

し
た
が
、
典
子
先
生
に
遅
く
ま
で
ご
指

導
い
た
だ
き
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
は
円
卓
で
の
設
え
を
致
し

ま
し
た
が
、
お
寛
ぎ
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
お
客
様
の
前
で
初
め
て

お
点
前
を
す
る
若
い
社
中
も
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
機
に
社
中
一
同
一
層
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2階和室薄茶席　担当直門

奥書院床

亀山会館　薄茶席設え

薄茶席　龢　松露亭筆 ㈱田部　田部真孝氏

○
九
曜
会
総
会

○
出
雲
大
社
亀
山
茶
会

九
曜
会
事
業
報
告

 〈
平
成
二
十
六
年
七
月
〜
二
十
七
年
六
月
〉

宗浦家元の御献茶

萬
代
を 

か
け
ず
く
ず
れ
ぬ
い
わ
が
ね
を

つ
た
い
て
落
つ
る 

亀
の
尾
の
瀧

東久世道禧公御筆

一閑張　菊香合

寿　山田無文筆
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【
薄
茶
席
】

平
成
二
十
六
年
十
月
四
日
㈯
・
五
日
㈰

赤
山
茶
道
会
館

担
当　

大
平
、
大
田
、
米
子
、
安
来
、

　
　
　

隠
岐
、
沼　

各
社
中

四
日　

十
一
席

　
　
　

来
客
者
数　

二
七
七
名

五
日　

十
席

　
　
　

来
客
者
数　

二
三
九
名

　

十
月
四
、
五
日
の
城
山
茶
会
は
久
し

ぶ
り
の
担
当
で
し
た
が
、
今
年
は
場
所

が
赤
山
茶
道
会
館
に
な
り
、
二
の
丸
の

賑
わ
い
と
は
別
に
静
か
な
し
っ
と
り
と

し
た
場
所
で
、
遠
い
所
へ
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
ら
を
目
当
て
に
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た

お
客
様
に
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
心
を

込
め
て
お
茶
を
お
出
し
し
ま
し
た
。
五

日
は
雨
と
な
り
そ
の
点
お
部
屋
で
の
お

茶
会
は
助
か
り
ま
し
た
。
大
勢
で
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
始
め
は
一
寸
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
す
ぐ
慣
れ
て
な
ん
と
か
二

日
間
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
月

に
ち
な
ん
だ
お
も
て
な
し
も
こ
の
雨
で

は
と
思
い
ま
し
た
が
、
夜
は
き
れ
い
に

姿
を
見
せ
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
疲
れ
も

忘
れ
る
よ
う
で
し
た
。
受
付
の
方
々
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

巻
頁
一
〜
三
ペ
ー
ジ
で
紹
介

【
法
要
・
献
茶
式
】

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日
㈯

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
出
雲

銀
河
の
間

【
記
念
茶
会
】

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
㈰

ホ
テ
ル
武
志
山
荘
、
観
翠
庵
道
場
、

観
音
寺
本
堂
・
書
院

【
呈
茶
席
】

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

担
当　

下
垣
、
山
田
、
加
儀
社
中

来
客
者
数　

  

三
四
七
名

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

は
出
雲
大
社
千
家
国
麿
さ
ま
典
子
さ
ま

の
ご
結
婚
を
お
祝
い
し
、
お
席
を
祝
賀

の
意
を
込
め
て
設
え
ま
し
た
。

　

お
茶
会
の
あ
く
る
日
が
二
か
月
に
な

ら
れ
る
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
御
夫

婦
様
、
ま
た
一
〇
一
才
と
い
う
お
ば
あ

さ
ま
が
お
孫
様
と
ご
一
緒
に
お
い
で
に

な
り
ま
し
た
。
帰
り
際
周
り
の
た
く
さ

ん
の
方
々
と
握
手
を
さ
れ
、
来
年
も
元

気
で
い
て
来
た
い
と
い
う
お
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

担
当　

研
修
部
（
六
名
）

参
加
人
数　

八
四
名

午
前　

炉
の
平
濃
茶
点
前
と
客
ぶ
り
・

道
具
拝
見

午
後　

家
元
様
に
よ
る
講
義
「
焼
き
物

に
つ
い
て
」

　

会
員
の
要
望
に
応
え
、
今
年
度
初
め

「
炉
の
点
前
」
研
修
と
家
元
様
に
「
焼

き
物
に
つ
い
て
」
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
質
問
も
多
義
に
わ
た
り
活

発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
元
様
が
各
種
茶
碗
を
持
ち
出
さ

れ
、
特
徴
・
見
ど
こ
ろ
等
直
接
手
に
取

り
な
が
ら
の
講
義
で
、
会
員
皆
興
奮
し

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
参
加
者
も
多

く
、
充
実
し
た
講
習
会
に
な
り
ま
し

た
。

○
松
江
城
大
茶
会

○
出
雲
和
文
化
祭

○
講
習
会

○
三
斎
公
三
七
〇
年
遠
忌

　

法
要
・
献
茶
式
並
び
に

　
　
　
　

記
念
茶
会

寿　山田無文筆寿　山田無文筆寿　山田無文筆
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法
要
・
献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

法
要
・
献
茶
式
並
び
に
記
念
茶
会

流
祖
三
斎
公
三
百
七
十
年
遠
忌

お堀端川床茶席

おくにがえり会館 すっきりとした設えの薄茶席

【
薄
茶
席
】

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

担
当　

杉
原
社
中
、
今
岡
社
中

来
客
者
数　

六
〇
八
名

　

恒
例
の
四
流
派
合
同
で
の
早
春
の
茶

会
は
、
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
約
六
〇

〇
名
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
床
の
間

に
怡
園
公
の
お
軸
を
掛
け
、
宗
浦
家
元

の
花
入
れ
に
花
を
活
け
一
服
の
お
茶
に

心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し

た
。
私
た
ち
お
手
伝
い
の
者
も
一
生
懸

命
爽
や
か
な
早
春
の
茶
会
を
担
当
さ
せ

て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か

ら
「
毎
回
三
斎
流
の
お
席
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
改
め
て
三
斎
流
に

誇
り
を
持
ち
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
（
水
・
祝
）

【
濃
茶
席
】

観
音
寺
書
院　

担
当　

辰
村
社
中

来
客
者
数　

一
八
六
名

　

正
に
新
樹
の
茶
会
に
相
応
し
く
緑
爽

や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
方
々

に
ご
来
席
頂
き
、
濃
茶
宗
浦
家
元
好
松

向
の
昔
の
深
い
味
わ
い
を
ご
堪
能
頂
け

た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
不
束

な
席
担
当
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
皆

様
の
温
か
い
お
支
え
に
よ
り
無
事
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

【
薄
茶
席
】

観
翠
庵
道
場

担
当　

福
間
社
中

来
客
者
数　

一
八
八
名

外　

呈
茶
席　

八
六
名

　

久
し
ぶ
り
に
新
樹
の
茶
会
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
葉
一
色
の

道
場
で
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
予
想
以

上
に
多
く
の
方
々
に
御
来
庵
い
た
だ
き

ま
し
た
。
富
士
の
間
は
十
八
名
で
満
席

に
な
る
為
、
桑
の
小
卓
の
点
前
を
三
十

分
で
繰
り
出
し
で
き
る
よ
う
点
て
だ
し

や
点
前
に
工
夫
を
し
て
何
と
か
全
席
三

十
分
で
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
大

分
待
た
れ
た
方
が
あ
っ
た
よ
う
で
さ
ら

に
な
に
か
の
工
夫
が
課
題
で
す
。

平
成
二
十
七
年
五
月
二
日
・
三
日
・
四
日

堀
川
川
床
茶
席　

薄
茶
席

担
当　

大
田
・
米
子
・
安
来
社
中

来
客
数　

二
日
一
〇
六
名
・
三
日
一
三

〇
名
・
四
日
一
一
三
名

　

大
型
連
休
の
中
、
お
堀
端
茶
会
が
行

わ
れ
、
三
斎
流
は
五
月
二
日
、
三
日
、

四
日
と
担
当
し
ま
し
た
。
堀
川
の
上
に

茶
席
を
設
け
、
遊
覧
船
の
い
き
か
う

中
、
手
を
ふ
っ
た
り
、
船
頭
さ
ん
の
歌

や
案
内
が
聞
こ
え
、
お
客
様
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
お
茶
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
㈮
・
十
六
日
㈯

お
く
に
が
え
り
会
館

担
当　
伊
藤
社
中
、
加
茂
会
、
野
々
村
社
中

十
五
日　

来
客
者
数　

四
八
九
名

十
六
日　

来
客
者
数　

五
一
七
名

　

会
場
の
設
営
を
初
め
て
正
面
に
床
と

点
前
席
を
作
っ
た
こ
と
が
室
内
の
印
象

を
大
変
良
く
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
ま
ず
、
正
面
に
床
が
見
え
る
、
遅

れ
て
入
席
さ
れ
て
も
他
の
お
客
様
に
気

づ
か
れ
る
こ
と
な
く
点
前
が
進
ん
だ
こ

と
、
廊
下
な
ど
の
雑
音
が
聞
こ
え
に
く

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。

　

落
ち
着
い
た
穏
や
か
な
本
当
に
良
い

席
だ
っ
た
と
口
々
に
受
付
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
と
聞
き
、
担
当
者
と
し

て
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
待
ち
時
間
が
あ
ま
り
な
く

入
室
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
ご
く
少
数

の
方
か
ら
〝
待
っ
た
〞
と
不
満
を
述
べ

ら
れ
た
方
が
あ
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。
対
応
の
仕
方
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

例
年
総
会
に
配
布
す
る
た
め
に
四
苦

八
苦
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
的
に
も
只

行
事
を
追
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
余

裕
を
も
っ
て
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

拙
い
紙
面
に
な
り
ま
し
た
が
お
許
し

下
さ
い
ま
せ
。

広
報
部
担
当

編
集
後
記

○
早
春
の
茶
会

○
新
樹
の
茶
会

○
お
堀
端
茶
席

○
出
雲
大
社
大
茶
会


